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大型低温重力波望遠鏡 KAGRAは片腕 3kmのマイケルソン型干渉計を基礎にしており、重力波が到来

したときのその腕の長さの微小な変化をレーザーの干渉として捉え、重力波を直接観測することを目標に

している。KAGRAの感度は地面振動によって制限されており、その対策としてミラーを防振する必要が

ある。その中で鉛直方向の防振を行っているのがGeometric Anti Springフィルター (GASフィルター)で

ある。GASとは、金属のブレードを互いに押し付けることによりできる復元力の非常に小さな特殊なバネ

[図 1]のことであり、これは機械的なローパスフィルターとして高周波な地面振動を落とすことができる。

我々はこのGASフィルターに起こりうる”クラックリング”という現象が重力波を観測する上でのノイズ

になりうると考えている。

クラックリングとは物体に外部からストレスがかかった際内部の状態が非連続的に応答するという現象

であり、例としては海洋プレートから圧力がかかった際に大陸プレートが非連続的に変形し、それが振動と

なり地面を伝わる地震現象などが挙げられる。これは様々な物質やスケールで起こりうることが知られて

いるが、そのメカニズムはまだはっきりとは解明されていない。我々は KAGRAの感度向上を目指して、

GASに起こりうるクラックリングのの性質やメカニズム、重力波観測の際どのようなノイズとなるのかな

どを探索するため実験的にアプローチしている。

昨年度までの実験で実験室サイズにアレンジされたGASフィルターを用いたクラックリング測定装置の

試作がなされており、その制御実験から装置の改良案が示されている。現在我々はその改良案を基にした

GASフィルターのクラックリング測定装置を製作している段階で、そこまでの途中経過を本発表での話題

とする。

図 1: GASフィルター


